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きたといえる．
 3．2年目看護師と先輩看護師の関係性の変化
　2年目看護師のリフレクションは，2年目看護
師にとっても先輩看護師にとっても有意義な時
間となったことがわかった．そして，リフレク
ションを通して，病棟内の関係性の変化を感じ
ることができた．
　まず，2年目看護師の考えを知ることで先輩
看護師は［成長を感じ変化した関係性］を築
いていた．これは，2年目看護師が新人看護師
のときの先輩看護師との関係性から〈対等なス
タッフとして見る目が変わった〉関係性に変化
したといえる．2年目看護師は，新人看護師の
指導体制がうらやましいと感じ，2年目になっ
て感じる不安を抱えながら，4月から後輩とな
る新人看護師を迎え入れている．それから一年
をかけ看護の体験を通して専門職者としての自
覚と行動が芽生え始めるといわれている4）．そ
のため，先輩看護師から成長を感じたと思われ
るような関係性に変化していくことは，病棟で
2年目看護師としての自覚を持って働く環境に
移行していくことにつながり，2年目看護師の
成長を促すことになると考える．
　今回のリフレクション企画にあたっては日々
の看護を振り返り，まとめ発表することを目的
とし，多忙な業務の中で流れていってしまう気
づきや思いを深めることで，今後の看護実践に
つながっていくことを目指した．田村ら2）は，
リフレクションによる成長には，学習者の心理
的かつ情緒的状態が影響し，また学習者を取り
巻く環境に影響され，教育者はリフレクション
を促進するための学習環境を整える必要がある
と述べている．このことは，リフレクションの
方法や環境が，学びに影響することを意味して
いる．そのため，リフレクションのフォーマッ
トを作ることで2年目看護師にはできるだけ的
を絞って事例をまとめ，修正作業が少なくなる
ようにした．そして発表時には，ひとグルー
プの人数を少なくすることで発言しやすい環境
とすること，予め話し合いのテーマを用意して
おき話し合いの流れを作ることをした．その結
果，「時間も方法も無駄がなく有効だったと思
う」『あまりかしこまらずに話し合うことがで
きてよかった』「よい雰囲気で話し合うことが
できていた」などの意見が聞かれた．簡潔さと
負担軽減，雰囲気作りが，スタッフの緊張を解
き，お互いを受け入れ理解しようとする良い雰
囲気を引き出すことに繋がったのではないかと
考える．リフレクションを通して感じた良い雰
囲気と関係性が日々の看護実践に活かされ病棟
内の良い循環に影響することが期待される．
 4．今後の病棟でのリフレクションの継続と課題
　上記考察より，実施したリフレクションによ
り，2年目看護師の気づきや思いを引き出す振
り返りを行うことができたため，2年目看護師
の継続教育方法として妥当であることが示唆さ
れた．
　一方で，リフレクション実施方法に関しての
課題が明らかとなった．特に，2年目看護師全
員のリフレクションに参加できないこと，その
ため，その場で発表を聞くことができなかった
2年目看護師に対しては，状況や課題を把握す
ることができずにいることが挙げられた．先輩
看護師の多くは，〈全員の発表が聞きたかった〉
としていた．同時に，2年目看護師からは，《か
しこまらないちょうど良い人数だった》，先輩
看護師からも〈少人数がよかった〉と発表の際，
ひとグループの人数を少なくしたことが，話し
易くなり内容の充実に繋がったという意見も
あった．当病棟では過去に，病棟スタッフ全員
に対して発表するという方法でリフレクション
を実施したことがあるが，発表後は指名された
数名が感想を述べるにとどまっていた．リフレ
クションの促進においては学習環境を整えるこ
とが重要とされており2），少人数での実施はそ
のままに，発表時のフィードバック用紙の活用
などを検討し，発表を聞くことができなかった
2年目看護師のリフレクションの内容を共有で
きる方法を検討していきたい．また，リフレク
ションによって事例の振り返りはできたものの
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［その場限りになる可能性］も指摘された．本
企画ではリフレクション実施後，自己の課題や
学びに対して振り返ることは行っていない．内
野らは，2年目看護師は支援を必要としたとき
にすぐに対応してもらえる教育システムや体制
面でのサポートを求めている一方で，あえて今
病棟の教育支援はなくていいと感じ，見守り体
制ができている職場風土の中で3年目に向けて
の経験を積み重ねていた4）と報告しており，2
年目看護師は直接的な関わりと見守りの両方を
受けながら，その1年を通して成長していくと
いえる．そのため，2年目看護師教育においては，
リフレクションの機会を提供するような直接的
な支援と，日々見守り必要時に指導する関わり
の両方が必要であると考える．当病棟では，2
年目看護師は，リフレクション終了後，自己の
振り返りを元に院内実践者ラダーⅠの取得に向
けて行動していくことになる．リフレクション
での学びは個々の課題に関係しており，ラダー
取得の際の評価で振り返ることになると予測さ
れる．
Ⅶ．結　論
・リフレクションの実施は，2年目看護師と先輩
看護師の両者にとって，【振り返りができる方
法と機会】の提供となっていた．
・2年目看護師は，成長を感じた先輩から【発表
し褒められることでついた自信】を糧に，【意
見を聞く大切さ】を認識し，先輩から直接受け
た助言以外である【他者の発表から学ぶ】こと
もしていた．これらは，【次につながる振り返り】
となり，看護実践へと活かされていた．
・先輩看護師は，2年目看護師のリフレクション
により［振り返ることで知った2年目看護師の
気持ち］をもとに，［見えてきた指導］を実践
していた．同時に，2年目看護師の考えを知る
ことで先輩看護師は［成長を感じ変化した関係］
を築いていた．
・看護実践につながるリフレクションを行うた
めには，簡潔な方法と機会とよい雰囲気が必要
であり，［簡潔でよい雰囲気のリフレクション］
は2年目看護師と先輩看護師の間の関係性に変
化をもたらし，学びの姿勢に影響していた．
・リフレクションの実施により，2年目看護師の
気づきや思いを引き出す振り返りを行うことが
でき，継続教育方法として妥当であることが示
唆された．一方で，2年目看護師全員のリフレ
クションに参加できないことや，リフレクショ
ンでの振り返りが［その場限りになる可能性］
の指摘がされており，今後の課題となった．
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